
昭和51年 5月 認可 昭摯56年 2月 1日 発行 ( 発行)
‐5457

一，
■

‥ ヒマラヤ
N は

|二

鰈

聰

■
●
●

■

―

●

．‐一“̈
」ヽ一
一

ALAYA終||IASSOClAT
“

ヽ

=
AJ

欝
爾

，

1構築|||||‐
カンチェンージュンガ縦走

麟

●

●
―
―
一●

■

―
―

一●
●
■
■

―
●
●
●
●

彎
=

‐
・ ‐・  |=|._

'■
■,‐■

    _
■|●■

=‐
._....__.. 

‐
・ ●|‐  _■

・ ―

,.

FE書
||

艤 炸‐



1982年ヒマラヤ登山学校隊員募集
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1980年登山学校は、20名中 19名が ケグルナ

ー ト●ドーム(6,831m)に 登頂するとい う成果を

あげて帰国しました (本誌 109号既報 )。 隊員の

中にはすでに ヒヤラヤ、アンデス、アラスカ等に

おける高所登山経験者から、国内の冬山すら未経

験という人にいたるまで幅広い層が参加していま

した。HAJで は経験豊富なインストラクターの

もとに、正しいセオリーにのっとった安全確実な

高所登山を指導してお ります。隊員はすべて、装

備・ 食糧・梱包・ 輸送・ 渉外等の具体的な準備実

務にも参画していただき、また国内での強化合宿

も行なうなど、ヒマラヤ遠征全般について体得す

ることができます。次回には自ら遠征を行なえる

人材を養成することが、この登山学校の主眼とな

ってお ります。実際に、卒業生の中には自ら隊長

となって隊を組織し、成功をおさめて帰ってくる

意欲的な人もでてきております。

§
‐ゅゅゅゅⅢ(琥

1982年度はカシミール●ヒマラヤの秀峰クン

(7,077m)に て実施する予定でお ります。ふるっ

て御参加下さい。

実施要項

目 的

§
§

① クン(7,077m)登 頂

②高所登山の基礎修得

1982年 7月 末～8月 末

69万円(航空運賃の変動等により変る

こともあります )

20名 (申込順 )

インストラクター4名 (医師含む )

1981年 11月 末までに下記宛に申込むこ

と(資料を送 ります )

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル506 日本ヒマラヤ協会

TEL03-367-8521

時 期

負担金

定  員

申込み

この登山隊の旅行手続は、(欄西遊旅行が担当します。旅行業代理店業1976号

表 紙 写 真
グレー ト●シェルフより望むヤルンカン(8,505m)よ り

主峰(8,598m)へ の稜線

E7=1 No1 11
1 ヒマ ラヤ放談 小 方 全 弘

5. ヒマラヤニュース<地域・ トピックス・ インフォメーション●新刊>
8. 特  集 カ ンチ ェンジュ ンガ縦 HAJ特 別事業委員会

15. 1980年 寄贈図書一覧

16. 連  載 遠 征学 入門 清  水   澄

18. ヒマ ラヤ閑話 水 野   勉

20 トレッキング許可で登れる山⑤<ラ ム ドゥン>― 岡   秀 郎

24 寸感・ 事務局 日誌



連 載

ヒマ ラヤ 放 談
23》

豊かな森林に囲まれて、今では数少なくな った

7,000メ ートル級未踏峰が立ち並ぶ国、 ブータン。

それは クローズされているが故に、往古の素朴さ

を現代に残 した魅惑の国でもある。今月は、ブー

タンに通いつづけ、本邦で最 もブータンをよく知

る一人である小方全弘氏に御登場願い、ブータン

談議を伺 うことに した。折 りも折 り、近々日本ブ

ータン友好協会 (仮称 )が設立され、氏がその実

質的推進の仕事を手がけておられるとか (前号二

ュース欄既載 )。 協会の話もあわせて伺 ってみた

次第である。
小方 全弘

●最初は山に登 りたかった

一
ブータンにはずっと通いつづけておられ

るんですか?

小方
・ いや、 74年を最後に行ってないです。

あの戴冠式の時が最後です。そのあと家業を継い

じゃったんで、ち ょっと行けなくなった。

一
それまでは頻繁に出かけられてますね。

小方 え―と、 5回行きました。 68年 か ら始

まって …̈…。

一
最初はどんなことが発端で行かれたんで

すか?

小方  1958年 に川喜田さんとネパールに行っ

たんです。西北ネパールヘね。その時カルカッタ

までブータンヘ行く中尾さんと一緒だったもんだ

から。きっかけといえばそんなことかな。

一
 ドルポヘ行かれた時ですね。あの本 (ネ

パール王国探検記 )も 楽しく読ませてもらいまし

たよ。

小方 あのあとブータンヘ行きたくてねえ。ず

いぶんとねちっこくやったんだけど、10年かかり

ましたよ。

一
ブータンヘ行った日本人というのは、中

尾さんが最初ですか?

小方 正式にはそうですがね。多田等観さんが

「チベ ット」という本の中でちょっと書いてます。

ブータンに入ったと。ただ彼が入ったのはカーリ

ンポ/だ と思うんです。もう死ん じゃったからわ

からないですけどね。たぶんカー リンポンです。

当時 (戦前 )の カー リンポンはブータン領でした

から……。

一
例によってインドが分捕 ったんですか ?

小方 いや、あのアッサム寄りのほうにデワン

ギリという土地があるんですがね、ブータン戦争

の時にインド領になった所です。ここがイ ンドの

独立の時に再びブータン領になって、かわりに飛

び地だったカーリンポンがインド領になったんで

す。だから、今でもカーリンポンにブータ/ハ ウ

スがある。

一
多田さんは現在のブータンの土地には足

を踏み入れてないんですね。

小方 と、思います。あと例の西川一三さんが

ちょっと入ってるんじゃないかな。これは直接本

人に聞いたんですが、たぶん国境は越えているだ

ろうということでした。最初、カーリンポンでタ

バコの密売かなんかをやってたんですね。それで

ブータン人とつきあいができて、どこかで峠を越

えたらしい。まあ、正式にブータン王国に入って、

しかも奥深 くまで行ったのは、中尾さんが最初で

しょう。
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―
で、小方さんが 2番めですか?

小方 いや、私の前に西岡京治さんが入ってる

し、あと国連の調査で何人か入ってますよ。

一
まあ今では小方さんといえば、プータン

の第一人者という感 じですが、何回も通われたと

いうのは、何か目的があったんですか?

小方 やっぱり最初は山に登りたかった。これ

は誰でもそうでしょう。何たって未登峰の宝庫で

すから。だけどブータンの人たちとつきあえば、

つきあうほどそれがむづかしいということがわか

ってきた。結局ブータンという国の立場のむづか

しさですね。インドと中国に挟まれて、そのバラ

ンスの中で生きていかなければならない。だから

その辺のむづかしい事情が具体的なことでわかっ

てくると、無理が云えなくなってくる。だけど、

ブータン人というのは何しろ人間がいいですから

ねえ。また、ついつい行きたくなるんですよ。

(0)ブ ータ ンは ビル マに近 tヽ ?

一
小方さんもかつては同志社で山登 りをし

てらして、最初はネパールヘ行かれた。けれども

以後山登 りのできる国に行かないで、プータンに

通った。よほど魅せ られたんですね。

小方 まず第一に自然そのものがすばらしい。

動物とか植物とか、素人が見ても未知だしね。花

採ってきたり蝶々つかまえたりすると、その中か

ら新種が出たりするわけですよ。

一
周辺のヒマラヤ諸国、ネパールとかイン

ドとかと比べてみて、ブータンという国の際立っ

た特色というとどんなことでしょうか。

小方 ひとつ言えることは、グレートヒマラヤ

を挟んで南側の位置にラマ教文化圏があるという

ことですね。他のヒマラヤ周辺諸国の場合は、ラ

マ教圏っていうとグレー トヒマラヤの北か、せい

ぜい中くらいでしょ。それともうひとつ、いわゆ

るヒマラヤ南斜面で自主独立できている国って少

ないでしょう。まあ、あっても食糧不足とか他の

国に頼るとかっていうケースが多い。ネパールに

してもアフガニスタンにしてもね。ところがプー

タンの場合は100万の人口をささえていくのに充

分な食糧を持っている。それで長いこと鎖国状態

だったから、ぜいたくを知らない。ぜいたくを知

らないということは、いいことですよ。だから乞

食がいない。少なくとも私の知っている74年 ま

ではまったくいなかった。

一
それはめずらしいですね。あの辺の国で

は大変な稀少価値ということになりますね。

小方 いや、でもねえ、ネパールだって私が初

めて行った頃はいなかったですよ。カルカッタか

らカトマンズ入りすると、ホッとしたもんです。

一
インドからネパールに入ってホッとする

とい うのは今でもそうですね。

小方 ええ、でもネパールは変りましたよ。ま

ったくびっくりするくらいです。

一
私などは 70年代以後になって通い出し

た世代ですから、物乞いのいないネパールなんて

想像もつきませんよ。

小方 そういうものだと思い込んでるんでしょ

う。かつては違ったんですよ。

一
 ブータンでは今でも乞食がいないんでし

ょうか?

小方 さあ、どうでしょうかね。たぶんいない

と思いますよ。あの国はず―っとクローズされて

ましたから古い面もありますが、非常にいい面も

数多く残っています。病気にしても結核というも

のがない。

一
平均寿命も割と長いんですか?

小方 それがどういう訳か長くないんです。

一
やっぱり乳児死亡率が高いんですかね。

小方 女が産後によく死ぬような気がするんで

すが、よくわからない。

一
 ブータンの言葉はもうかな りおできにな

るんでしょう?

小方 いや、あの国は上流階級とつきあう分に

は英語で用が足りる。あと坊さん連中とはチベッ

ト語です。チベット語は一応勉強しましたがね。

それで、坊さんとつきあっていて「弟子になれ」

なんて言われたりしてね(笑 )。

一
ひと口にラマ教といってもブータンのラ

マ教とネパールのそれでは異なった面もあるんで

しょうね。

小方 ええ、もちろん違います。まあ私は専間

外ですから良くわかりませんが、ブータンとネパ

ールの北のほうでは派が違うでしょう。仏教の伝
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わった経路がたぶん違 うん じゃないかな。

一
ネパール北部のは、イ /ドか ら西進 して

パ ミールを通 って、いわゆる時計まわ りの コース

でぐるっとまわってきてるんですよね。

小方  ブータンのはイ ンドか ら直接かもしれな

いな。

一
つまリビルマなんか と同じですね。

小方 言語はブータンの場合 ビルマに近いです

よ。いわゆるビルマ ●チベ ット語系とい うことな

んですが、どちらか とい うとビルマに近い。ただ

仏教伝播の経路については、非常に問題になって

いるようですね。

● どっ しりした雪山が多い

一
山についてはどうですか? ブータンの

山というのは……?

小方 昔、深田久弥さんが言って らしたけど、

シッキムのチ ュノビ川を境に西と東に分けると、

西へ行けば行 くほどアルプス的になる。つま りけ

わしくなってくるんですね。東に行くと非常にど

っしりとした雪山ですね。ブータンの山はその典型

です。森林限界も高くて、場合によっては4,500

メートルまで森林です。

- 7,000メ
ートル以上の山がかなりありま

すよね。

小方 あります。ギャンケ●プンツムが最高峰

で 7,541m。 まあ標高に関してはブータンの山は

みんないいかげんですから、何だかわからないで

すがね。タカ●コン、マカ●コンが 7,000ギ リギ

リか、あるいは 7,000切 ってるかなあ。

一
ひと頃ブータンの最高峰といわれたクー

ラ0カ ンリは中国領なんでしょ。

小方 あの山の手前に谷があってね。ここの住

民が中国政府に税金を払ってるから、完全に国境

の向う側ですよ。でも、だいたいどこの国も「あ

の山は俺んとこの山だよ」なんて勝手に言うから、

山岳地帯の国境なんて何が本当だかわからんけど

ね(笑 )。

一
そうですね。それで昔のあの北大のナラ

カンカールみたいなおかしなことが起る(笑 )。

―
 ところで日本ブータン友好協会ですが、

どういうふ うな活動をめざしてらっしゃるんです

か?

小方 今、プータンの人たちがかな り来るんで

すよ。そんな時、みんな個人的なつきあいはして

いるけれども、まあ一杯飲むとかそんな程度です

よね。そうじゃなくてもっと組織的にいろいろな

めんどうをみてあげた り、必要とあらば多少の政

治的なサポー トの役割を果したり、あるいはまた

我々でブータンのことをいろいろと世に広めてい

ったり………と、まあそんなことを考えています。

お金がないですから、たいしたことはできませ

んがね(笑 )。 まあ、発起人に名をつ らねた人たち

はそれぞれ胸に一物があるようですよ。もちろん

私もありますし。

一
と、おっしゃると?

小方 た とえば、登山許可を取って第一番にど

こか登っちゃうとか(笑 )。

一
そ りゃ最高ですね(笑 )。

小方 まあ、そう簡単にはいかないだろうけど。

一
 ところで言い出しっぺはどなたですか?

小方 西堀栄三郎さんです。

一
以下鉾鉾たるメノバーが並んでますね。

小方 ええ、そこのところでちょっと問題があ

るんです。というのは、桑原武夫とか東郷文彦と

か、元駐印大使の宇山厚とか、あるいは中根千枝

さんとかっていうのは、プータンでもかなり知ら

れた人たちなんですよ。で、こういう人たちを並

べて協会を発足させると、ブータンの側でかなり

期待を持ってしまうんじゃないかと思 う。「 こん

な立派な組織ができて、何かしてくれるのかしら」

なんて思われてしまうんじゃないかと思うんです。

でも実際のところ、今の我々にはたいしたことは

何もできないわけで、意味もなく向うに期待を持

たせるのはあまり好ましくない。実はそんな訳で、

作ろう作ろうと言いなが 1年間ぐらいウジウジし

てたんです。でも、まあ中国の問題も最近良くな

ってきているし、今のうちに作ろうということに

なってね。西堀さんにハッパをかけられて腰があ

がったんです。

一
会長はどなたになりそうですか?

小方 桑原さんです。年令的に一番上だし、あ

-3 -

● 11月 25日 に設立総会



と西堀さんは日本ネパール協会をやってるし……。

―
本部はどちらに?

小方 今のところ私の会社に置いてますが、い

ずれは東京に持っていくつもりです。

一
入会は誰でもできるんですね。

小方 そりゃもう誰でも大歓迎ですよ。 1月 25

日が設立総会の予定です。

一
実質的な運営はどんなふうな形でやって

いかれるんですか?

小方 当分は私がやるしかないでしょう。あと

みんな偉すぎるからねえ。まあ、そのうちかわい

い女の子でも引きず り込んで手伝わせますよ(笑 )。

一
今は雑務をやる若い人っていないんです

か?

小方 中坪君というのがやってくれているけど

ね。ただ、この男も忙しくてね。

一
やはり法人化をめざされるんでしょうね。

小方 ええ、将来は法人格を持たにゃならんと

思ってます。お宅はもう法人になるんでしょう?

一
ええ、来年にはなります。ところでお金

のほうは集ってるんですか?

小方 うん。こういうことを始めて感じたんだ

けど、学者をだますのは訳のないことですよ(笑 )。

とにかくまずお金を出してくれって言ったら、も

うバ ンバン入ってくるんですよ。これで「や―め

た」なんて言ったら、金だけ残っちゃう(笑)。

一
結構なことですねえ(笑 )。 発足したら日

絆
ゆ ゆ ゆ ‐ ゆ ‐ ゆ ゆ ゆ ゆ ‐ ゆ ゆ

大変遅 くな りましたが、HAJ年 報「 HIMAL
AYA1980年版」ができあが りましたので、HAJ
会員で 55年度会費を完納されている方には無料

で送付致 します。なお、未納の方には納入のある

まで送付を見送 らせていただきますので、御了承

願います。非会員で購入御希望の方は、定価2,000

円及び送料 300円 を添えて事務局まで申し込み下

さい。

なお、現在のHAJの 財政能力では、毎月の機

関誌 と会員名簿に加えて年報までも無料送付する

ことは非常な困難が ともない、赤字財政となるこ

とを覚悟せねばな りません。そこで、今年度は と

りあえず無料で送付致 しますが、来年度よりしば

年報「ヒマラヤ '80」 の送付について

ネ協会とかウチみたいに地域地域で集会をやった

りするんですか?

小方 ええ、そうなるでしょうね。

一
入会希望はもうかなり来てるんですか?

小方 いや、まだぜんぜん。今、いろいろと手

を打ってるんですよ。お宅にもちょっとお願いし

たし、あと日本山岳会とか日ネ協会とか、山渓に

も掲載してもらったし、来週には桑原さんが京都

大学で記者会見もする。そのうち反応が出てくる

でしょう。

一
 しばらくは大変ですね。

小方 ええ、電話代だけでも大変なものですよ。

でも、先生方が結構やってくれるんで助かります。

桑原さんなんて、そりゃもう熱心なもんです。あ

の人は若い女の子をいっぱい集められるからいい

ですよ(笑 )。

一
ああ、フランス文学のほうですね。そり

ゃいいですね(笑 )。

小方 何がいいんだかわからない(笑 )。

一
でも楽しそうですね。ウチの協会からも

かな り入会者が出るかも知れませんよ。

小方 そう願いたいです。

一
その時はよろしくお願いします。今日は

どうもありがとうございました。

(イ ンタビュー構成 角田不二 )

(■

らくの間、御希望の会員の方には定価の半額を負

担 していただ くシステムとする予定でお ります。

よろしく御了承のほどお願い致します。

≪年報の内容≫

I遠征報告<バ ツーラ19780西郡光昭、キ ャシ

ー ドラル 19790山 倉洋一> Ⅱ研究・ 資料<日

本人の ヒマラヤ登山と死亡事故・ 山森欣一、ダン

ビルの地図帳をながめて・ 堀内立三、日本 ヒマラ

ヤ会議抄録 (山形会場か ら )・ 広島三朗・ 稲田定

重 。西郡光昭、月刊 ヒマラヤ 1～ 100号 地域別索

引> Ⅲ会務<事務局 日誌・ 新入会員紹介>
※A5判 160ベ ージ上製本

ゅゅゅゅゅゅゅ__ゅゅ__ゅ②ゅ_ゅ__ゅゅゅゅゅ(が
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≪パキスタン≫

イスラマバー ドにゲス トハウス

パキスタンの首都イスラマバー ドに tマ ゲス トハ

ウスシルクロー ド"な るものが作 られた。このハ

ウスはマルガラセルの近 くにあ り、周囲には各国

大使館、スーパーマーケット、アワンのオフィス、

各地へのバ スの発着所などがあ り、また外人登録

事務所も 81年か らイスラマバー ドの スーパーマ

ーケットに移るとのことで、登山・ トレッキ ング

の準備に便利な場所のようである。ハウスには自

転車も設置 してあ り、税・ サービス料、チ ップ等

は一切なく、宿泊料は下記のとお り。

1人部屋 60Rs～ 、 2人部屋 60～ 150Rs、  3
人部屋 180 Rs、 4人部屋 250R、 6人部屋 240

Rs、 テントサイ ト1張 10 Rs+1人 につき 10Rs。

なお、同ハ ウスでは旅行エージェントの業務も

行なってお り、別送貨物の通関、輸送手配、ハイ

ポーターの斡旋、各地の情報提供、通訳などを引

受けている。

<住所>F/6 1SLAMABAD PAKISTAN

高 所 順応 研 究 会 開催 さ る

さる 12月 14日 (日 )、 午前 10時 より午後 4時

まで、東京・八丁堀の勤労福祉会館にて東京都山

岳連盟主催による「高所順応研究会」が開催され

た。同研究会は特に81年度の登山隊に向けて開

かれたもので、岳連加盟未加盟あわせて 17登 山

隊 66名 の参加を得た。

最初に本多昭一都岳連副会長のあいさつがあり、

つづいて海外委員の山森欣一氏より、70年代にお

けるヒマラヤ登山の事故についての調査報告及び

対策が話された。特に最近都市型の山岳会におい

て顕著 となってきた リーダー 0シ ップの欠如が組

織登山に対 してもた らす弊害が指摘 された。

つづいて 80年夏、ガッシャープルムⅡ(8,035m)

に遠征 したベルニナ山岳会登山隊の佐藤英雄隊長

と渡辺良政登攀隊長から、高所順応失敗の体験談

が提供 された。同登山隊は登頂には成功 したが、

渡辺登攀隊長が BCに おいて肺水種にかか って意

識不明となり、ヘ リコプターで救助する等のアク

シデントがあった。渡辺氏は、肺水種にかかると、

呼吸するたびに肺が ゴボゴボし、横になると苦し

く、起きあがるとさほどでもな くなる等の症例を

報告 したが、BCではまった く肺水種にかかった

ことが判断できず、発見が遅れたと語った。もっ

と早期に発見するためには基礎知識が絶対に必要

であり、真剣に勉強しなければならないことが指

摘された。

昼食のあと、HAJの 西郡光昭氏から、高所順

応及び障害についての講演があった。肺水種、過

換気症候群など、様 な々症例についての具体例、

及びその対策などが語られ、参加者の興味を誘っ

ていた。

午後 4時、土居正勝海外委員長のあいさつで閉

会した。

HAJカ ンチ隊 3名が 出発

～壮 行 会 は 1月 29日 (金)～

カンチェンジュンガ西峰 (ヤ ルンカン8,505m)

から主峰 (8,598m)へ の縦走をめざすHAJカ ン

チェンジュ/ガ隊は、2月 11日 の本隊出発に先立

ち、3名 の先発隊員が既にカトマンズ入りし、現

地での準備をすすめている。まず、菊地薫副隊長が

12月 10日 に、つづいて山田昇隊員が 12月 21日、

片岡邦夫隊員が 1月 7日 と、それぞれ成田からた

っていった。隊はさらに2月 1日 に 4名 、11日に

15名、 15日 に 1名 と続々と出発していく予定で

あり、HAJ始 まって以来の大登山隊は大きく動

き出している。

なお、同隊の壮行会は 1月 29日 (金)午後7時よ

り東京・ 池袋の東方会館にて開催される。問い合

せは事務局
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海 外 登 山 技 術研 究会 (日 山協 )

日本山岳協会主催による恒例の海外登山技術研

究会は、今年で第 19回 日となるが、下記のとお

り開催される。

◇日時  1月 24日 (土)～ 25日 (日 )

◇場所 大学セミナーハウス(東京・八王子 )

◇内容 カンチェンジュンガ無酸素登頂の検討

高所鍛練と高所順化

◇参加費用 10,000円 (宿泊費・資料代含む )

◇申込み 所属山岳会名、住所、氏名、年令を明

記し、現金書留にて参加費同封のうえ、

下記へ。なお、日山協所属以外の方の参

加も受付けています。

①NHK取材班、「永遠のガンジス」、日本放送

出版協会、1980011、 214p、 1,100円 。

②高橋喜平、「雪と人生」、岳書房、1980011、

194p、  1,600円。

③平山郁夫、「 ローマから大和ヘー 平山郁夫シ

ルクロー ド素描集― 」、集英社、 1980・ 11、

126p、  6,500F月、 ( B4月反)。

④杉山二郎、「正倉院 一 流砂と潮の香の秘密を

さぐる一 」、瑠璃書房、3,800円、(地方小出

版流通セ ンター扱い )。

⑤斎藤栄三郎、「 80年代イスラム社会の読み方」、

通産新報社出版局、 1980011、 215p、 1,600円。

③戸川安雄、「海のシルクロー ド」、徳間書房、

1980・ 11、  238p、  980円。

⑦司修、「 ウイグルの砂漠 とオアシスを往く―

司修素描集 一 」、中西画廊 (東京 0新宿 )、

1980011、 95p、 4,500円 、 (同画廊 03-348-

6381)。

HIMALAYA NEVVS■■

③紀大椿・編、「 1821-1950年 中西回我暦表」

新彊 (中国 )、 新彊人民出版社、1978・ 6、 267p

097元=590円、(暦対照表。初版 6,000部 )。

◎後藤晃、「ムハ/マ ドとアラブ」、東京新聞出

版局、 1980・ 12、 232p、 1,200円 、 (オ リエン

ト選書・ 6)。

⑩加納弘勝、「イラン社会を解剖する」、東京新

聞出版局、1980012、 243p、 1,200円 、 (オ リ

エント選書 04)。

①張仁仲/著、楊逸舟/訳、「 ビルマ戦線従軍記

一 中国人のみた北緬戦線の証言一 」、共栄書

房、 1980011、 305p、 1,400円、 (「大東亜戦

争秘録」 )。

⑫内記良一、「アラビア語小辞典」、大学書林、

1980011、 :XIV+432p、  4,800円 。

○古賀保夫、「死者の谷一 知られぎるビルマ密

林作戦 一 」、昭和出版、1980010、 275p、

1,500円。

⑭黒柳恒男/編、「ベルシア語会話練習帳」、大

学書林、 1980012、 Ⅵ+199p、 2,300円。

①中国文物出版社・平凡社、「敦燈莫高窟0北朝」

平凡社、 198o・ 272p、 (A4版 )、

25,000円 、(全五巻中第一回配本 )。

⑩服部孝司、「頂は誰がために一 ラトックI峰

登頂の記録 ― 」、山と渓谷社、198101、

274p、 1200円 、 (11理系ノンフィクションブッ

ク ス )。

①陳舜臣、「新西遊記・上下」、読売新聞社、

(新装版 )、 上=1980・ 11、 229p、 950円。

下 =1980011、 214p、 950円。

①高木泰夫・ 編、「ヒンズー●クシュ、カラコル

ム研究誌/ヒ ンズー●クシュ、カラコルム登山探

検誌」、日本ヒンズー●クシュ、カラコルム会議、

1980012、 研究誌=142p、 探検誌=241p、

4,800円 (送料 300円 )、 (「 日本ヒンズー●ク

シュ、カラコルム会議設立 10周年・ 田中栄蔵古

稀記念文集 I・ Ⅱ」 )。

⑩蚊ナ至・ 著/季羨林・ 訳、「フ摩街那― (一)童

年篇 ― 」、北京、人民文学出版社、 198007、

8+4+444p、 1.60元 =960円 、(中国語版、ヴ

ァール ミーキ・ ラーマーヤナの中国語訳、全七巻

-6-
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中第一巻 )。

④山田晋、「インド民族運動史一 ガンディーと

イギリス植民地支配 一 」、教育社、 1980・ 12、

261p、 800円 、(教育社歴史新書<東洋史>B4)
②大島直政、「アナ トリア歴史紀行 ― 東西文明

の接点 4千年 一 」、自由国民社、 1981・ 1、

246p、  950円。

②矢吹慶輝・ 編著、「鳴沙餘韻 一 敦違出土未博

古逸彿典開賓 一 」、臨川書店、1980011、

図録篇 =フ ォリオ版、 213p、 解説篇=A5版 、

942p。 80,000円 (セ ット価 )。

②美坂哲男、「山のいで湯行脚」、山と渓谷社、

1980・ 12、  291p、  1,200F]。

②グルハル ト●レンザー著/織方郁映・ 橋本信・

訳、「 プモリ」、ベースボール ●マガジン社、

1980・ 11、 325p、 2,500円 、(改訳・ 新装版 )。

②地平線会議編集委員会・編、「地平線から―

1979-」 、地平線会議、 〔発行年記載無 〕、

176p、 1,500円、(同会議=東京都府中市新町 3

-9-12、 宮本千晴方 )。

④條原壽雄・ 田中良昭/著、「敦埋仏典と禅」、

大東出版社、 1980・ 11、 XⅦ +466p、 7,500円 、

(講座・敦煙、第八巻 )。

②社会科学戦線編集部・編、「民族史論叢」、長

春 (吉林省 )・ 中国、吉林人民出版社、1980・ 10、

327p、 097元 =590円 、(中国語版。初版 4,580部 )。

このほど「 ヒマラヤ」の合本を製作致しました。

今回は61～ 80号 、81～ 100号の 2分冊です。

既刊の20～ 50号 、41～ 60号も若千在庫があり

ます。各冊ともその時代のヒマラヤの様々な話題

や情報、またじっくり読める記事などが豊富に掲

載され、永久保存版として最適です。

① 20～ 50号  1971年 8月 ～1976年 1月

② 41～ 60号  1975年 3月 ～1976年 11月

③ 61～ 80号  1976年 12月 ～1978年 7月

④ 81～ 100号 1978年 8月 ～1981年 2月

※①、②は各 1部 しか在庫がありません。申し込

み順に〆切りますので、HAJ事務局までお早め

「ヒマラ焔 合本    ヒマラヤの情報が満載

②≪蜀錦史話≫編集、「蜀錦史話」、成都 (四川

省 )・ 中国、四川人民出版社、 1979・ 8、 137p、

0.53元 =320円 、 (中国語版。初版 18,500部 )。

④王越 0編 、「五指山伝説― 海南島家族民間故

事選 ― 」、広州 (広東省 )・ 中国、広東省人民

出版社、 198009、 138p、 0.36元 =220円 、

(中国語版 )。

⑩「青蔵高原地図 1/300万」、北京、地図出版

社、960円。

①松浪健四郎、「誰も書かなかったアフガニスタ

/― シルクロー ドの国の現実 ― 」、サンヶイ

出版、 1980012、 230p、 980円。

⑫趙僕初・塚本善隆/監修、日中友好仏教協会・

中国仏教協会/編、「中国仏教の旅・ 4-桂 林

・ 南昌他― 」、美乃美、 1980012、 216p、

2,5000円 。

①佐藤テル ●大河原由紀子/著、「誰でも行ける

楽しいヒマラヤー カトマンズ周辺 一 」、新樹

社、 1980011、 178p、 2,500円。

⑭エ ドワー ド・ ウィンパー著/H・ E・ G・ ティン

グル編/新田義昭・ 訳、「定訳アルプス登攀記」、

森林書房・発行/山 と渓谷社・発売、 1980・ 12、

XV+503p、 6,500円。

①伊藤幸司、「富士山」、東京新聞出版局、 19

1980012、  229p、  1,800円 。

(資料 :藤井 毅)

に。〃

※定価格8,000円 。送料実費 (ま とめて請求書を

同封しますので、到着後に振込んで下さい )

§
§
§
§
§
§
§
§
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§
§
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§
§
§
§
§
§
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■特 集

KANCCHENJUNGA TRAVARSE

HAJカンチェンジュンガ実行委員会

かねてより当協会が総力をあげて準備をすすめてきたカンチェンジュンガ縦走計画も、いよいよ来たる

2月 ll日 、本隊が成田を出発することとなった。今月の特集では、その計画の全貌を紹介することとした。

躙縦走ライン変更の経緯輻

本計画は、かねてより南峰 (S)中央峰 (C)主峰

(M)の 8,500mラ インを縦走することで合意し鋭

意諸準備を進めてきた (経緯については「 ヒマラ

ヤ99号」を参照 )。 このプランの当初の問題点は

1)縦走ラインはもとより8,000m台の荷上につ

いても無酸素では不可能である。

2)縦走ラインを一日で行うのは不可能である。

3)南峰(S)中央峰(C)が 1978年 未解禁峰扱いと

なった。

これらについては以下のような解決案で対処した。

1)約 200本の酸素ボンペを使用する態勢を作る。

2)純粋ではないが中央峰(C)と 主峰(M)の コノ嗜ヽ

らのサポート態勢を基本とし、さらに緊急下

山用として南峰(S)中央峰(C)の コルのサポー

トルートを確保する。

3)強 力な渉外活動を展開し1981年までにはオ

ープンさせる。

※これらと並行して実戦的な問題を解決するた

めに 1980年春偵察隊を派遣し計画に大きな

自信を持った (カ ンチ通信「 ヒマラヤ102～

105号」参照 )。

※ 1981年までに南峰(S)中央峰(C)が オープン

しなかった場合でも、この計画の基本的な願

望は「 8,500m峰 の縦走」ということである

ので、これらの実現のためにも1979年 1月

ヤルンカ/(カ ンチ西峰0め )の許可を取得

して万全を期した(主峰の許可は1978年 7月 )

ネパールでは 1980年 5月 全土を挙げての国民

投票が実施される等むづかしい内政問題をかかえ

ていたが、偵察隊は下山後も引き続き強力な渉外

活動を進めた結果(S)(C)二峰のオープンに強い自

信をもって帰国し、 (S)(C)(M)三 山縦走の準備

に没頭した。

ところが、ネパール登山規則による4ケ 月前登

山申請のタイムリミットが追った 1980年秋にな

っても現実に (S)(C)は オープンされなかった。

一方、計画の資金的な面からも予算が序々に膨れ

あがり、逆に厳しい経済情勢の中で外部資金の調

達は遅れ気味であったDこ うした状況の中にあって

も8,500m峰縦走への願望は変わらず、計画全体

の見直しをした結果、より少い酸素ボンベの使用

で実現可能な (Vの ～(M)の ラインが現実的な対象

として浮かび上がって来た。

南峰、中央峰、主峰を8,500mの 高みで縦走す

るという困難な目的のために 5年間の準備活動を

進めてきた幾人かのメノバーにとって、それは耐

えることの出来得ないような失望であった。

しかし、計画を実施する日前であるこの時期に

政治 (ネ パール)と 経済 (外部資金 )の厚い壁に

立ちふさがれている以上、二つの内の一つを選ば

なければならなかった。それは、縦走の放棄か、

(Vの ～(M)間の縦走であった。

-8-



登山の側か ら考 えれば 、8,000m以 上の高みに

おいて酸素ボンベなしの荷上 を強いられ、縦走 ラ

イン自体は刃の様な稜線 となっている(W)～ (M)

縦走計画は(S)(C)(M)三山縦走に勝 る とも劣 ら

ない困難な登山となることだろう。

現地へ入 った時点で或いは(S)(C)の オープン

があるかも知れないが、その時は、(S)(C)の役

割は縦走 とは違 ったものとなって我々に舞台を提

供 して くれることだろう。

このEXPに 参画したメ ンバーの多くが望んで

いること、それは「 自己燃焼」 と「 自己完結」の

上に成 り立つ(Vの ～(M)8,500m峰縦走登山の成功

である。

輻計画の概要玲

1. 名称  日本 カンチェンジュンガ遠征隊 1981

英文 THE JAPANESE KANGCHENJU
―NGA EXPEDITION 1981

略称  (JKE-81)
2.主催 日本 ヒマラヤ協会

3.後援 文部省  (たD日 本山岳協会

4.目的  カンチェアジュンガ山群における 8,500

m峰の縦走登山

5。 構成 総括 1名 隊長 1名  副隊長 1名

登攣 リーダー 3名

登攀隊員 15名 医師 1名 小計 22名

リエ ゾンオフィサー 1名  サーダー2

名 ハイポーター 16名  ベースキ ャ

ンプ要員 5名 小計 24名  総勢 47名

6.留守本部

東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号   〒 160

日本 ヒマラヤ協会,

7.現地連絡先

JKE-81
C,/10 EXPRESS TREKKING(P)LTD

NAXAL BHAGABATI BAHAL
P.0。 BOX339
KATHMANDU
NEPAL

(PHONE 13017)
(GRAMi GREATREX)

8.日程概要

19∞ .12 第一次先発隊成田出発、  _
1981.1 第二次先発隊成田出発

1通関,輸送

2.1 先発隊 4名 成田出発

2.11 本隊 15名成田出発

先発隊 7名 キャラバ ンスター ト

2.14 後発隊 1名成田出発

2.2 本隊 16名 キ ャラバ ンスター ト

3.15 先発隊ベースキャンプ建設

3." 本隊 ベースキ ャンプ入 り

Cl建設

3.26  C2建 1設

4.2 ABC(C3)建 設

4.14  C4建 1設

4.24  C5建 設

5月 上旬 縦走実施

5.25 ベー スキ ャンプ撤収

6.5 イラム着

6.10 カ トマ ンズ着

6." 本隊 日本着

6.30 後発隊 日本着

9,日標の山の概要

中国 との国境から南に走る長大な国境は、ネパ

ールとイ ンドを分け、その北半にカ ンチェンジュ

/ガの大山塊がそび えている。主峰の位置は緯度

Mt.Kangchenjunga

PAKISTAN′

|
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」
′
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Bay of Bengal
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としては奄美諸島とほぼ同 じである。        まくさ山岳会  1974ラ ムジュンヒマール 19∞

主峰(8,598m)か ら南に続 く主稜 上 に中央峰   カンチ ェンジュンガ偵察副隊長 
(8,496m)南 峰(8,490m)が あ り、西の主稜 上 に   
西峰・ 別名ヤル ンカン(8,505m)が ある。        登攀 ツーダー・ 装備 八木原囲明 (34才 )群

周辺には大きな氷河が発達 し、見事な氷河地形   馬 ミヤマ山岳会 1972ダ ウラギリⅣ  1975ダ ウ

を形づ くっている。すなわちネパール側では、カ   ラギ リⅣ  1978ダ ウラギ リI 
ンチェンジェンガ氷河 0ヤ ル ン氷河、インド側に   2
はゼム氷河・ タル ン氷河である。           登攀 リーダー o輸送 保坂昭憲 (35才 )福 島

大 ヒマラヤの東部に位置 し、べ /ガル湾に最も   県こまくさ山岳会 1975ヌ / 

近い 8,000m峰 であるため、 モ ンスーンの影響を   
最も長 く、かつ激 しく受け、他に例を見ない気象   
条件下にある。                   登攀 リーダー・ 食糧 尾形好雄 (32才 )雪 と

また、イ ン ド側においては東西わずか数十キロ   岩の会  1974ツ クチエピーク隊長 1978ヒ マル

メー トルの間で、実に標高差 8,000m以上の起伏   チュリ隊長 19∞ ケダルナー ト隊長

を示す特異な地形をなしている。          5-
地勢・ 気象条件は、地理的位置 と相まって、動    隊員・ 食糧 飛田和夫 (C魅才)立 峰山岳会

植物をは じめとして、多 くの興味ある研究対象が   1978ト リスル

存在し、自然科学上の宝庫 といわれている。     
lQ 推進の組織                  隊員・ 装備 若尾巻広 (31才)諏 訪山岳会

日本 ヒマラヤ協会カンチェンジュンガ遠征実行   1979マ ッキ ンレー 1980カ ンチェンジェンガ偵

委員会                     察 
会 長 柴田金之助               2-3139
副会長 山倉洋一・稲田定重            隊員・ 輸送 渡辺 優 (31才 )横 浜蝸牛山岳

実行委員長 清水 澄              会 1977K2 1977ム ルキラ 1978ハ /タ ー 19

副実行委員長 西郡光昭             79ラ トック1 1980ジ ュトマルサール

事務局長 山森欣一               
常務委員 菊地 薫、五百沢智也、角田不二 、   隊員・ 酸素 山田 昇 (31才 )沼 田山岳会

岩水竜峰、八木原囲明、尾形好雄 、   1975ラ トック 1978ダ ウラギ リ1 19∞ カ ンチ

事務局 〒 160東 京都新宿 区高田馬場 3-23   ェンジュンガ偵察 19∞ ケグルナート副隊長 
-1 淀橋食糧 ビル 506号     

   隊員・ 装備 藤倉和美 (31才)雪 と岩の会

11.隊員名簿                   1974ツ クチ ェピーク副隊長  1978ヒ マルチ ュリ

総括 清水 澄 (45才)原山岳会        副隊長 
1971ガ ンガプルナ隊長 1975リ シパハール隊長    隊員・ 記録 八嶋 寛 (31才)仙 台山岳会

1976マ ナスル       1975ア ンナプルナサウス 1978ヌ ン 1978ト リスル

        19∞ カノチェンジュンガ偵察

隊 長   山森欣― (37才 )   山嶺登高   3
会  1975ヌ ン副隊長  1978ハチ ンダールキ ッシ   (神 田食品研究所 )

ュ副隊長  1980カ ンチェンジュンガ偵察隊長     隊員・ 装備 佐久間隆 (30才 )東 京白稜会

 1976ハ ンチングトン 

副隊長   菊地 薫 (35才)  福島県こ    隊員・ 食粗 小松 伸 (30才)酒 田労山

-10-



3013(果 樹園 )

隊員・ 食糧 福山 茂 (30才 )日 本岳友会

1"4ヴ ァリス 1978モ ンプラン 

隊員・酸素 角田不二 (28才 )明 大駿台山岳

部OB会「 1978ト リスル 1980カ ンチェンジュンガ

偵察 19∞ ケダルナー ト 

隊員・通信 谷岡俊匡 (28才 )無 所続 1977

イ ンドラサン 

隊員・記録 三階義治 (27才〕 大阪凍稜会

隊員・ 梱包 片岡邦夫 (27才 )法 大Ⅱ部山岳

部OB会  1975マ ッキンレー 1979ルプガルサール

1979デ ィォチノミ 1979チ ュルー 19∞ 力/チ ェン

ジュンガ偵察 

隊員・ 食糧 鈴木 茂 (26才 )大 田山岳会

1978ダ ウラギ リI 

隊員・ 記録 鈴木治三郎 (25才 )横 浜蝸牛山

岳会  1978ハ ンター 

カ ンチェンジュンガ縦走計画
8m

「

―

Oml
|

主 1峰
中央峰
8,496m

南峰西峰
8,505rn

△

ヽ

ヽ

△ユ
WC58,300m

※実線内のキャンプの

展開は、南峰、中央

峰が無理な場合の西

峰～主峰の縦走のも

の (こ の場合もでき

るかぎりMC5は 作

りたくない )

58,300in

47,800m

ヽ

「
二

ｍ
一

０

一

０

一

２

一

８

一

５

一

Ｃ

一

Ｍ

一

ι

SC58,200m

∠」L_ヽ
SC47,600:n

※破線内のキャンプの

展開は、南峰、中央

峰がオープンされた

場合のもの

C47,800m
ヽ
ヽ
ヽ

ABC7. 00m

C2 6,400m
|

l←
― ―

―高差 150mの 下降が入る

C16,100m

BC5,500mバ ッヘの墓のあるFi

※行動用酸素は縦走隊及びサポー ト隊のみ使用する。

※睡眠用酸素は ABC、 C4に それぞれ初めて宿泊する日のみ使用する。

※医療用酸素は BC、 Cl、 C2、 ABC各 5本 を配置する。
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蒻ルート陽

ヤル ン氷河右岸の台地 (通称 0パ ッヘの墓の丘 )

に設置されるベースキ ャンプからABC(第 3キ

ャンプ )ま では、高差 1,700mに およぶかな り激

しく流動するアイスフォール帯があるが、下部ア

イ スフォール(約 700m)は ハンプ稜の側壁を使 う

ことによリエスケープできる。危険性はあるがさ

ほ どの困難はないと思われる。第 1キ ャンプから

第 2キ ャンプの間では一担ハ /プ稜 を懸垂下降し

なければならない。

アイスフォールを突破す ると、グレー ト0シ ェ

ルフと呼ばれる氷河の面養域に達する。 これより

主峰 の初登ルート上に第4キ ャンプを設ける。こ

こからシクルと称される馬蹄形をした雪田を大き

くトラバースして縦走隊は、ヤル/カ ン南壁を一

気に頂上まで突き上げているクーロアール上にフ

ァイナルキャンプを設ける。

ヤルンカン頂上から主峰までは、刃の様に鋭い

稜線が続き、主峰とのコルからは傾斜の強い稜線

となり、強い意思が要求されるだろう。

人間が経験した 8,000m峰 は頂上ヘタッチして

帰る往復登山のみであり、8,500mラ インでの縦

走は全くの未知の領域である。その困難度は言語

に絶するものがあり、生体の生存にとって極限の

条件 と言えょう。

-12-



ヤルン氷河ルー ト図
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キャラバンルー ト図
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HAJで は、これまで多くの方か ら貴重な報告書、研究書、資料等々を御寄贈いただいてきま した。誌

面を借 りて、厚 く御礼申 しあげる次第です。いただいた書物はルームにて会員のえつ らん、及び協会活動

に非常に役立 ってお ります。今回は事務局を東京に移 して以後の寄贈図書 を発表させていただきます。

カ ッコ内は寄贈者名 と日付。

◎友情はマナ スルを越 えて 一 IRAN・ JAPAN

MIT.MANASLU JOINT ExPEDITION

1976(長 野県山岳協会・ 清水澄氏 54.4.1)

◎ M ToMACKINLEY登 頂報告書 1978

(長崎大学学士山岳会 本多夏生氏 54.6.21)

◎秘境ムスタン潜入記(高橋照氏 54.12.14)

◎神 の々山河一 インドヒマラヤ研究 3(長野県

勤労者山岳連盟 55.2)

◎ ROlwali嘔・ Himal Konde・ Ri報告 1978年

(慶応義塾大学アルペノ・ フェライン岳酔会 55.2)

◎ TUKuCHE PEAK 1974ツ クチェ・ ピーク登

山報告書 (雪 と岩の会 尾形好雄氏 55.2)

◎長野県山岳協会年報 1970年度、 1973年度、

1978年度(西郡光昭氏 55.2)

◎青と自の厳 しさ DHAULAGIRI一 Ⅳ、 1972

(群馬県山岳連盟 八木原囲明氏 55.3.8)

◎ラトックⅢ 1979(広島山の会 カラコルム登山

隊 寺西洋治氏 55.7.17)

◎チ ョゴリザ 1979(秋田県山岳連盟カラコルム

登山隊1 55.7.28)

◎DODA6550-ヒ マラヤ遠征報告書― (東洋大

学体育会山岳部 55,7.30)

◎創部20周年記念アンナプルナヒマール遠征報告

書 (大阪歯科大学体育会ワンダーフォーグル部0

B会  55.7.21)

◎ホワイトセール敗退の記録1978年 (函 館イン

原 稿 募 集

ニュース ヒマラヤ (中央アジア含む )各地の社

会情勢、現地事情 (入山事情 )、 登山隊の動勢な

ど。

紀行 遠征、旅、 トレッキング……ヒマラヤとそ

れをとり囲む地域のものであれば、何でも結構で

す。採用分には粗品を進呈致します。

ドヒマラヤ遠征隊 55.7.11)

◎プタヒウンチュリ西稜 1976年 ポスト0モ /

スーン(日 本岩登協会第 2次 ヒマラヤ登山隊 )

◎ガンチェン登山報告書 -2,000人の協力の記

録 一  (仙 台一高山の会カラコルム登山実行委員

会 55.7.18)

◎シャルミリ&ラ ンダック●ザ/ス カール踏査

(1980年群馬県教職員インドヒマラヤ登山隊 )

◎ルプガル●サール HMC・ KE79(法政大学 2

部山学部OB会 土居正勝氏 55.8)

◎白き山嶺DH:AVLAGIRI― V1971(県 陵山

岳会 558.4)

◎1省峻の自き尾根 DInULAGIRI・ I-1978
SOuth East Ridge(群 馬県山岳連盟 八木原囲明

氏 55. 9.24)

◎MANASLU WEST WALL 1971(日 本マナ

スル西壁登攀隊 高橋照氏 55.10)

◎ SECRETARY OF MANASUL― P29登山

報告書 (兵庫県山岳連盟 岡田和泰氏 )

◎未知なる頂ヘ ビンドゥゴルゾム登頂報告書

(ズ ビダーニエ同人 坂原忠清氏 )

◎ヒンズー●クシュ、カラコルム研究誌、ヒンズ

ー・ クシュ、カラコルム登山探検誌 (日 本ヒンズ

ー・ クシュ、カラコルム会議 高木泰夫氏 )

◎LAMJUNG HIMAL6,393m(高 知県山岳連

盟 国沢鎮雄氏 )

日本か らヒマラヤか ら ヒマラヤか らの便 り、ヒ

マラヤについて日頃思 っていること、HAJや 編

集部に対する提言な どもお寄せ下 さい。

◎送り先 〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-

1-506日 本ヒマラヤ協会「 ヒマラヤ」編集部
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XXl

実 践 篇

タクテ ィクスについて (4)

清水 澄

荷 レベルと、登山方法の考え方で決定すれば良い。

大方は第 1ス テージ (BC～ 6,500m程 度 )では

20時、第 2ス テージ (7,500m程 度 まで )では

15時、第 3ス テージ (7,500m以上 )では 10k,

が 目安 となろう。

高所ポーターの担荷量は、これ とは別に定める。

ネパールでは登山規則によって、高所ポーターの

担荷量を定めている。彼等の健康管理 のことを考

えれば、これも妥当なことと思 う。参考までにそ

れを記す と、

5,000m^‐ 6,000n1    20k,

6,001m～ 7,000m  17k,
7,001m～ 8,000m  14k,
8,000m上        12k,

となっている。さしせまった必要のある場は、こ

れに 5k,以内の増加が出来ることになっている。

過去の隊の実例をみても、この程度かそれ以下だ

った隊が多いので、実効上も問題はないであろう。

休 養 日につい て

担荷量を加減しても、毎日々 休々みなしで行動

していたのでは、やはり疲れてしまう。適度に休

養.を とり、英気を貯えなくてはならない。体力維

持、健康管理、高所順応の面でもこれは大切であ

る。

何日に一度休養をとるか。これも隊員の強さ、

登山期間の長さ、タイム●リミットヘの余裕、天

候と補給、登攀との関連、登山への考え方、等々

で決定される。一般に 3日 行動の 1日 休みとする

隊が多い様である。これだと順調ならば 75%の

稼働率となり、ヒマラヤ登山としては高い率であ

る。実際には悪天ストップ、体調崩れ等で更に休

養は多くなるのだが。

4日 行動の 1日 休み、 5日 行動の 2日 休み、そ

の他いろいろな組合せが考えられるが、疲労が蓄

積 しないうちに休養することがコツと云える。低

稼働率の方が隊員の故障は少ないので、最初から

酷使しなくてはならない様な計画は慎むべきであ

る。

休養はなるべく低いキャンプ、出来ればベース

●キャンプでとる様にしたい。当然のことながら

低酸素ではよく休まらないので。ところが、低所

遠征学入門

担  荷  量

ヒマラヤの様な高度の高い山岳での長丁場の登

山では、疲労を蓄積しないことが大切である。一

担たまった疲労はなかなか抜けないばか りでなく、

順応にも悪い影響を及ぼす。従って行動時間ばか

りでなく、担荷量も加減をしなくてはならない。

キャラバ ン中からでも、かなりの荷物を担ぐのが

良い様にも言われるが、疲労を蓄積してベース・

キャ/プに到着したのでは、高所順応のスタート

地点でハンディを背負うことになってしまう。確

かに負荷をした方が順応は早いのであるが、疲れ

過ぎは逆に順応を遅くらせるのである。

担荷量については、毎 日々々背負うのであるか

ら、長続きのする重量に とどめなくてはならない。

しかし能率を落す訳にもゆかないので、出来る限

りの量は背負うべきである。日常の トレーニノグ

と山行中の練成が物を言 うことになる。

キャラバ ン中は調整期間と考え、 15時～20時

の担荷で良い。登山期間中は、その隊の隊員の担
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のキャンプまで下りていたのでは、往復に日をと

られ、3日 に 1日 という原則が守れなくなって来

る。その場合は休日を2日 にするとか、中間キャ

ンプで休養する等の手を打つ。筆者の体験からい

くと、低所まで下 りた場合は登 りかえさなければ

ならないので、休養は2日 は欲しい (7,000mか

らBCと いった例 )。 この時、中間キャンプ(前

進ベース、6,500m等 )で休養すれば、1日 でも

結構良いが、それを何回も繰 り返すことは良くな

い。やはり時にはベース・ キャンプまで下って、

真に疲労をいやしたい。

とにかく隊員は、下へは下りたがらないので、

折にふれて下へ降ろす努力をしなくてはならない。

隊員 1人 々々の行動を折れ線グラフに記録して、

休養といえども高所滞在が長くならない様にすべ

きである。

高所ポーターについては、隊員と同レベルで休

養を与える程の必要性は感 じないが、適度の休養

はなくてはならない。ポーター頭との話し合いで

休日を定める。彼等の志気の面で政策的には、隊

員と同程度の休日となる様である。休日でも賃金

はカットされない。

ローテ ー シ ョン

個 の々隊員の稼働と休養の関係を、隊全体とし

て運行するのがローテーショ/である。いずれか

の隊員が休養している時に、隊としては稼働が止

らない様に、他の隊員を行動させるのである。ロ

ーテーションはまた、高所順応の上でも非常に重

要である。総ての隊員が揃って同程度の順応を獲

得する為に、同じ様に最前線で働く機会を与える

のである。

ローテーションは隊員の働き場の輪番であるか

ら、隊員を幾つかのグループに別ける。 1グ ルー

プは 2～ 4人程度が動き易い。隊としては 3～ 5

程度のグループが作られる。これらのグループが

順番に回って、前線でのルー トエ作、荷上げ、休

養等を繰 り返すのである。従って基本的には単純

である。体調を崩した者が出ると、そのグループ

から脱落するので、補充で他のグループから移動

させた り、回復後の復帰で、グループ相互のコン

バートが起り、隊員個々の動きは複雑となって来

るのである。

総てのグループが一様に最前線に出ることは、

一様に順応していく上で大切である。しかしそれ

も中期までで、故障者が続出した り、うまく順応

出来なかったり、荷上げに追われた りで、最後は

ローテーション出来なくなってしまうことが多い。

隊員が一様に順応することは、アタック●メンバ

ーの機会を広くする上で重要なばか りでなく、隊

総体 としての進展のスピードからも重要なのであ

るが。

隊によっては、最前線に出てルー ト開拓と工作

を行うグループを2つ 程に限定 して しまい、他

のグループは荷上げ専従とすることもある。 こう

なると隊員にはっきりと序列が出来てしまい、順

応の面でも荷上げ組の方が一段下になってしまう。

最初からアタックに加われない隊員を作っている

様なものである。隊員間の力量の差が歴然として

いる場合は、これでも止むを得ないのかも知れな

いが、理想とは云いがたい。

ローテーショノでは、最前線に出ているグルー

プ以外は荷上げを行っている訳であ り、また休養

しているグループもある。この 3つの部署を回る

順序は、荷上げ→工作 (最前線 )―→休養とすべき

である。最前線は最高所であるので、下部の者よ

りも疲れが酷いと思われるし、順応からも高所か

らは一気に休養地点まで下った方が有利だからで

ある。登 りながら荷上げをして前線に到着し、ル

ー トエ作・開拓をしてまた下るとい うのが合理的

でもある。

さて最初からローテーションのグループに入ら

ず フリーとする隊員もある。これは主として、管

理、作戦に当るもので、登頂の機会を考えない人

達である。大きな隊になればなる程、この種の隊

員も多くなる。

もともとローテーションは特定の者に負担をか

けない様に、全員が均等に仕事を受け持ち、全員

が良好なコンディションを保つ為に考え出された

方法である。誰かが休んでいても、隊としての前

進は止 らないし、誰もが自己の体調を最高に保っ

て、隊の能率を保持する訳である。

皆が最良のコンディションで、同じ様に仕事を

分け合 うことが、チーム●ワークの増進にもなる。
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水野 勉

ヨーロッパ人はかな り早くか ら中国ヘキ リスト

教を伝道 しようと努めていたが、その中でももっ

とも熱心で、真の推進力となったのはフランス人

であった。無関心な人びとの間に入って、自己犠

牲的精神で伝道に従事した宣教師たちの物語はい

つかまとめられるべきであろ う。これは歴史上に

おいては、幾多の探検家の物語にも劣 らない、い

や、それ以上に苦難に充ち、勇気を要する仕事の

叙事詩であろう。探検 と限定 しなくても、他に比

すべきもない くらい苦難の歴史であったにちがい

ない。旅行者もなく、コミュニケーションも殆ん

どない時期に、チベ ット辺境や雲南北部の山々の

間での生活が どんなにきびしく、寂家たるものか

は想像できるであろ う。

英国人旅行者 A.E.プ ラットは、打箭炉の先で

ジ ェリド神父に会った ときのことを回想 している

が、神父がず っと孤独の生活をしていて、同僚の

神父を除けば 13年 間 も全 くコーロッパ人に会わ

なかったと述べている。また、四川 と雲南 との境

にいた別の宣教師は、忘れた頃に訪れる仲間の宣

教師を除けば、 30年間もヨーロ ッパ人に会わ な

かったことを書いている。

フランス人が海外で採集した植物標本も厖大な

もので 、自然博物館Museum d′ Histoire Nature

-1leや ジャルダン植物園 Jardins Botaniquesの

倉庫には未だに整理 されない植物標本がそのまま

に ストックされているそ うである。

ジャン●ピユール ●アルマン 0ダ ビ(1826-
1900)は 中国で最良の年月をすごした、す ぐれた

ナチュラリス トだった。かれは 1860年 戦争が終

結 したときに中国に着いた。それで自然史が殆ん

ど知 られていない土地で、思 う存分 自由に仕事を

することができた。 ダビ神父がこの広大な白いキ

ャンバ スに思 うがまま|に描けて幸運
｀
だ ったとすれ

ば、中国の 自然史もまた、この豊かな教養を身に

つけた、冷静で、偏見を持たない、す ぐれた観察

者をみつけたことで幸運 といわねばなるまい。

ダビの仕事 をみるのには、その全体像 をとらえ

ねばなるまい。かれが自然科学のあらゆる分野に

通暁 していたからである。民族学 ノー トがす ぐれ

ているし、地理学的 、水系の観察も正確であった。

また、す ぐれた地質学者であ り、鉱物学者であっ

た。また、中国でのもっともすぐれた動物学者の

1人であった し、植物採集者としても一流であっ

た。その上、かれは魅力的な人間で、自分の豊か

な知識を誇示 した り、自ら高ぶることを常に恐れ

ていて、つねに学ぶ欲求を持ち、疑間を心に投げ

ていた。

ダビは 3回にわたる大探検旅行をおこなった。

第 1回 のモ ンゴル旅行は植物学的には重要なもの

ではない。 1868年か ら1870年にかけての、 2

年以上にわたる第 2回の旅行は じつに重要である。

チベ ット国境に近い山岳地帯への最初の学術的な

旅行だったか らである。この旅行はチベ ット辺境

のおどろくべき植物へ と、植物学者や園芸家の目

を開かせたのである。北京から、かれは揚子江岸

の重慶へ、そこから四川の首都、成都へ行き、そ

れから1869年 2月 22日 にムピン馬辺 に着いた。

ムピンはチベ ット国境にある半独立の地方で、未

開のマ ンツ族が住んでいた。

ムピンで、ダビは若い宣教師M.デュクリテが教

えている、 ミッション●エ トランジェによって開

かれていた小 さい学校を根拠地 とした。これは ヨ

ーロッパ人が中国と接触する際に起った奇妙な対

応の一例であった。長い間、この ミッションは四

川にいくつかの根拠地を持 っていたが、 19世紀
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のはじめ頃、宗教的迫害がひどくなったので、ム

ピンのマンツ族の王に庇護を求めねばならなかっ

た。それ以来、そこに本部を設け、この辺境の地

にかくれ住むようになった。そして、一方、中国

はますます反ヨーロッパ的になった。

ダビは2月 から8月 までムピンに滞在し、後に

なってウィルソ/に よつて紹介される多くの植物

を発見したが、秋には去ったので、それらの種子

を採集することはできなかった。

かれの調査した主な地域はホ /0シ ャンティソ

といわれる5,000メ ー トルにも達する山塊であっ

た。 3,000メ ー トル附近まで山腹は樹木がぎっし

りと生えてお り、大体が針葉樹で、シャクナゲが

その間に美しく色どりをそえていた。この山塊に

はシャクナゲが豊富であった。 ダビはほんの狭い

地域でも 16種以上の植物を発見した。

成都に戻ったとき、ダビは病人であった。多く

の学者と同じように、かれは庭園よりも植物標本

に関心を持っていた。かれがこのわずか6ケ 月間

に発見した一級品の植物の数はおどろくべき程多

かった。

かれの第 3回の旅行は 1872年から1874年 に

かけておこなわれたが、かなりの時日、身体の不

調であったので、最後にはフランスヘ帰国する破

目になった。この旅行は前とちがってもっと中国

の中央部をとおったもので、陳西の首都、西安か

ら近い山々の踏査を除けば、植物学的には重要性

はない。

ダビは一地方に腰を落着けて仕事をする最初の

植物採集者の一人であった。それ以前のたいてい

の旅行者は、特に気に入った土地に 1日 か 2日 ぐ

らい止まるだけで、あとは通過してしまうのが普

通であった。長年の間、広大な地域が非常に表面

的に探査されてきたということは残念なことであ

った。いずれ、その踏査はやり直さねばならなか

った。チベット国境で、ダビはムピンの附近に的

をしばって賢明に、しかも徹底的に仕事をしたの

だった。もし、この辺境地帯をあちこちと歩き廻

っていたら、かようにりっぱな成果をあげること

ができなかったであろう。

西安近くの秦1冷山脈においても同じ原理で仕事

をした。西安の南西の哀家庄という村 (高度約

1,500メ ートル )を 2ケ 月間根拠地 とした。

1873年おそくに、かれは江西で仕事をした。

主として廣昌府と福建省との間の丘稜地帯で、30

年以前にフォーチューンによって探査された茶の地

帯と同じ様相をして、樹木が濃く茂 り、種類の多

い地域であった。グビはふたたび病を得て、上海

までやっと戻った。かれは 1874年 にフランスヘ

帰国し、中国へはふたたび戻らなかった。

ダビはたしかに中国の植物誌に関するヨーロッ

パの知識に基礎を築いた。それも見事にやった。

しかし、かれの主な興味はたぶん動物学であって、

植物学は二次的関心であったろうと思う。

その踏査した地域の広さおよび中国の植物誌に

関するかれの豊かな知識のために、ダビ神父が重

要な植物採集者とするならば、ジャン●マリ0ド

ラヴェ(1834-1895)は 、植物採 集をしたフラ

ンス人宣教師のうちで、もっとも組織的かつ徹底

した採集者である。かれはダビと同じエ トランジ

ェ●ミッションに属していた。

かれは 1867年 に中国に渡 り、広東附近にいた

ので、前述したハソスの採集者の一人となった。

そして、休暇でフランスヘ帰ったとき、グビに会

い、採集した植物をパリヘ送るように助言をうけ

た。 ドラヴェの植物採集が非常に大量であったの

で、パリ博物館にとってもあまりに多すぎて、50

年後になっても、その多くが手が着けられず未整

理のままであった。有名な生物学者 フランシェが

述べているが、 ドラヴェの採集した標本は最良の

もので、よく処理されていて、美しいとさえいえ

るものであった。その上、 ドラヴェのフィール ド

0ノ ー トは明晰であり、詳細を極めていた。

かれはこれらの採集を自分一人でおこない、そ

の徹底したや り方は非の打ちどころがなかった。

かれは幸いなことに、大理の北東にある丘稜地帯、

すなわち大理と麗江との間にある地域に10年 間

住んでいた。そこは北西雲南のもっともすばらし

い植物の宝庫といってよかった。それで、ある定

った場所にいつでも訪れ、花と実を採集すること

ができた。近くにツェメイ山という山があって、

ここをかれは庭園あるいは雲南のモンブランと呼

んでいた。
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連載 5

ネバールヒマラヤ

▲ラム ドゥン (左奥 )と P5870(右手前 )

ロールワリン山群は、ガウリサンカール、メン

ルンツェの 7,000m峰 と数多くの 6,000m峰の集

まりであるが、その大半の山々がロールワリン●

コーラの北岸に連なっているのに対し、ラムドゥ

/峰はその南岸に位置し、 トレッキングルー トか

らも望むことはできない。また、ラムドゥン峰の

北東にチュギマゴ(6,259m)が あるが、その他周

囲のピークは全て 5,000m級であり、中国国境付

近に較べると地味である。

キャラバン (4月 1日 ～ 4月 9日 )

キ ャラバ ン終了点ナンガオ /へは 9日 間を要 し

た。ルー トは ロール フリン山群の西、ス /・ コシ

沿いのバ ラビゼに始まる。 カ トマンズか らバ スで

4時間 40分 、中国国境に約 26キ ロの地 点である。

バ ラビゼを出ると、その直後の尾根の登 りとジャ

リジ ャレからの峠越え以外、顕著な登 りはない。

4日 、チャリコットで ロールワリンの白い山並

に出会い、ボータ・ ロシの右岸に降 り立 った。そ

のまま、右岸の長閑な林道を進み、スリドバ ン手

前で左岸へ移る。その後、シムガオンまでにボー

トレッキング許可で登れる
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夕・ コシを 2度渡るが、これを含めて渡河は全て

橋による。

ロール フリン●コーラ出合を避けて、シムガオ

ン前後の登 りを終えると、コーラ左岸に降 りるべ

くトラバースが続き、やがて尾根付きの木橋が現

われる。激流を下に右岸に移 り、緩やかな登 りを

行 く。南側の山に雪が現われ、樹林も消えかけて

くる。

ベディン辺 りになるとチ ェギゴの尖峰が顔を出

し、一気にヒマラヤの様相を表わす。 ラマ教の読

教を後に、右岸の開けた牧草地を進み、 9日 目、

6,000mの国境稜線直下、石垣と石積みの民家を

なだ らかに拡げたナ /ガオ ンに着いた。

アタックキャンプヘ (4月 12日 ～4月 18日 )

ナンガオンで地元のポーター2名 を雇い、シェ

ルパと我々2名の計 5名 でラムドゥンを目差した。

(5,500m地点でポーター1名 を解雇 )村外れの木

橋をコーラ南岸へ渡 り、約 1時間、チ ョブジェを

仰ぎ見るころにヤルン谷出合の巨岩を見出す。C

l(4,360m)は近所のカルカに置いた。
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Clか ら草付の踏み跡 を辿 り、ヤルン谷下部中

央を走るうず高い尾根に取 り付き、途中、尾根左

側の雪面を トラバース気味に登 り、尾根の消滅 し

た苔の台地に出る (C2,4,700m)。 雪は柔 らか く

日本の五月山を想わせる。 C2か ら上部の スノー

ヒルを右か ら巻き、プラ トーに出る。その後も同

じ様な スノーヒルを直登、次の プラ トーに 出た

(C3,5,200m)。 ここで ラム ドゥン峰北西の ピー

ク(5,870m)上 部が現われる。

C3か らは、ヤル ン●ラの東か ら北へ延びる尾

根を目差 し、その末端の雪の

抜ける恰好である。ここで初めてアイゼンを付け、

クレバスに注意しながら進み、ピーク南稜の西側

に出る (C5,5,650mヽ

C5か らは南稜を乗越す。堅雪の急斜面約 15

mにザイルを使用し、アイゼンを付けた。尾根上

に出ると、チュギマゴ側は傾斜も緩 く、5,650m

のコルまで雪面が続く(C6=AC)。
当初ルー トは、C2か らヤルン●ラを越え、ラ

ムドゥン氷河を経るものであったが、ラ直下の急

斜面、未知の氷河の危険を考慮し、シェルパの主

―ヤ|‐デ′
□ へ,‐ ′ンク

斜面を登 り尾根を乗越 し、ヤ

ルン氷河側ヘガラ場 を20mほ

ど下降する。その後は尾根東

側を南ヘ トラバース。左側に

はヤル ン氷河 との間に凍結 し

た池がある。およそ 200mの

トラバースが終ると、前方に

は雪の斜面が現われ、それを

尾根寄 りか ら左斜上に登る。

傾斜が緩 くなると5,766mピ

ー ク西側の雪原である。 C4
(5,500m)は雪原の ピーク寄

りに置いた。 C4か ら、 ピー

ク南西面に張 り出た雪の斜面

を登る。 ピークの基部をす り

4、こ
;禍 "  ・,3~‐´｀ロロム
ヽ

077`
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▲P5870頂上よリガウリサンカ…ル (左奥 )を 望む

張する上記のルー トを採った。

アタック (4月 19日 )

ポーター 1名 を残し、3名でアタック開始。A
Cか らのラム ドゥンは雪の円錐台とその上部のス

ノー ドームである。登頂ルートは、円錐台状の雪

の斜面の北寄 りを登 り、 ドームの北側に出、その

雪壁をトラバース気味に右上するように採った。

下部の雪面はノーアイゼン。約 150mの 登りを

終えるとドーム下のテラスとなる。アイゼンを付

け、テラスの ヒドゥンクレバスに注意し、50mザ

イルを出す。広いテラスを通過しドーム雪壁を右

斜上に約20m登る。続いて40mの フィックスを終

え、直上約30mで小テラスとなる。ここから約 10

mの雪壁を登ると、雪の広い頂上が見えた。最高

点は南側に控えている。 11時 20分 、 3名は雪の

高見を踏み、エベレントからゴザインタンまでの

ラムドゥИ峰 5,930π

白銀の山並を楽しんだ。

a870mピーク (4月 20)

昨日に続きラムドゥン峰の北西に座する5,870

mピ ークにアタック。このピークはラムドゥン氷

河が北西から西へ屈折する地点の南に位置する、

雪の台形状のものである。

ACか ら氷河上部を南へ向かってラウ/ド し、

ラムドゥンからこのピークに連なる雪線が岩稜に

なる下辺りで、西に折れた。ルー トは ピーク北面、

頂上にダイレクトに上る大雪壁の左寄 りである。

(後にこの頂上は最高点でないことが判る。)

ルー トの最初は右に雪壁、左に岩帯のあるマン

タクトラインで、上部 3分の 2は全て雪壁の直登

である。 1ピ ッチロはロックハーケンでピ/を取

り、岩帯を避けて右から回り込むように雪面に出

る。 2、 3ピ ッチロは左斜上にそれぞれ 50mの

フィックス。その後は、スノーバーを打ち抜きじ

ながら180mの フィックスで直登、雪稜状の狭い

ピークに出た。実際の最高点はラムドゥン側の岩

稜上にあったので、不安定な浮き石の上を進み、

15時に頂上に立った。

なお、ヤルソ谷からラムドゥンヘのルートであ

るが、ヤルン●ラ、ラムドゥン氷河を経るより、

我々の採ったルートの方が安全であり、装備も少

なくて済む。実際のフィックス総計は、ラムドゥ

ン峰約 120m、 5,870mピ ーク約 320mであった。

スノーバーは前者で 3本、後者で 5本 を使用する

にとどまった。

5,870′′Zピーーク
細い雪稜

40 ″ιフ

雪のテラス
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ラム ドゥン峰の記録

1952年秋、 トム・ ワイヤーは じめ 4人の英 国

隊がボータ・ コシか らロール フリンに入 り、コー

ラ南岸の雪峰、岩峰に登頂 している。この中にラ

ム ドゥンが含まれているかは明 らかでないが、55

年には、A・ グレゴリーを中心とする5人の英国人

が、ベデ ィ/グ を基地に 6,000m前後の山 19座

に登 った。 この中にラム ドゥ/が含まれてお り、

第 2登である。 5,870mピ ークもラムドゥンに極

めて近 く、小登山には恰好のピークであるため、

それら 19座の 1つである可能性は高い。

ともかく、ラムドゥ/は、ロール フリン●コー

ラから南へ外れ、 6,000mに満たず 目立たぬため、

この山群の中で「孤独」を感じさせる雪の小 ピー

クであるようだ。

(おか・ ひでお 大阪市大山岳部 )

新 入 会 員 昭和 55年 10月 29日 ～ 12月 18日

会員番号

1474

1475

1476

1477

1478

1479

1480

1481

1482

1483

1484

1485

氏  名 入会年 月 日

55.10.29

10.29

10.30

11. 8

11. 8

11.15

11.30

11.30

12. 1

12. 6

12.10

12.18

T

大 澤 清 美

中 山 松 夫

佐々木一夫

上 方  浩

中 村 武 昭

植 田 宗 男

青 木 正 樹

本 田 荘 八

中 江 啓 介

古 橋 隆 一

山 下 健 夫

高 井 勝 夫

住       所      電   話

「ヒマラヤ」表紙写真募集

≪規 定≫

(1)モ ノクロでキャビネ判以上であること。

(2)被写体は広義に解釈したヒマラヤ地域のもの

であること。山とは限りません。山麓の風物で

も結構です。

(3)未発表であること。

(4)未知の地域の写真、あるいはあまり知られて

いない角度からの写真を期待します。

(5)採用分には全国共通図書券をさしあげます。

≪送り先≫

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1淀 橋食糧

ビル 506 日本 ヒマラヤ協会「 ヒマラヤ」編集部

-23-



‐ゆ 寸 感 ゆゆゆ‐ゆゆゆ‐‐ゆゆゆゆゆゆゆ

>い よいよ出発間近 となった カンチ ェンジュンガ

隊。すでに二隊員はネパールに渡ってお り、この

本が出る頃にはさらに一名が出発してお ります。

今、高田馬場のルームは、ひと頃の慌ただしさが

去 って、毎 日静かに時を刻んでいます。嵐の前の

静けさとい うので しょうか。やがて隊員たちがや

って来ては、このルームか ら遠いカンチめざして

陸続 と出発 していくことで しょう。今、ヤルン氷

河は誰を迎 えることもなく冬の眠 りについていま

す。その冬の明け切 らぬ 3月 、HAJの 20余 名

がこの谷の奥深 くへ とわけ入っていきます。 この

一年、多くの会員の方か ら暖かい御援助をいただ

きました。誌面を借 りて厚 く御礼申しあげます。

)編集部では「 トレッキ ング許可で登れる山」の

原稿を募集しています。このような山は、日山協

の推せん状も不要で外務省も通さないため、なか

なか調査が行き届きません。実際に行かれた方、

もしくは行かれた方を御存知の方、HAJ「 ヒマ

ラヤ」編集部まで御一報いただければ幸甚です。

(F)

Travels

カール・ トラベル ーーー

事 □1団 誌 (12月 )

1(月 )小方全弘氏イ ンタビュー (角 田 )

5(金)事務局打合せ (稲 田、山森、角田 )

6(土)～ 7(日 )カ ンチェンジュンガ委員会

9(火)カ ノチェンジュ/ガ隊菊地隊員出発。

13(土)「 ヒマラヤ」NQ l10刊 。発送。

20(土)カ ンチェンジュンガ資金会議 (山 倉、稲田、

西郡、於仙台 )

21(日 )カ ンチ ェンジュソガ隊山田隊員出発

29(月 )事務局御用納め

ヒマラヤ肱111(2月 号)

昭和 56年 1月 15日 印刷  56年 2月 1日 発行

発 行 人  柴 田 金之助

編 集 人  角 田 不 二

発 行 所  日本 ヒマラヤ協会

〒 160東京都新宿区高田馬場 3-23-1

淀橋食糧 ビル 506号

」

〃魅惑の

インド ヒマラヤ″

・澪  `F

シ ッキ ム・ ブ ータ ン・ ガ ール ワ ール・ クマ オ ン

クル oマ ナ リ・ ラ ダ ッ ク・ ネパ ール・ ・・ ・・

への トレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関・隊荷輸送からガイ ド、

ポーター、ポニーのァレンジなどすべてのご用命を承ります。
CAPT SWADESH KUMAR

(MANAGING DlRECTOR)

Wm 
rltAvl'll-s PRI'Arli t'llllrEl)

1,701, Nirmal totr'ors,

26 barakhamba road nerl del hi - I I 000 1

tel. 42555,42666 telex 031-.136-1 SHIK I\ Cable SHIKHll

Branch office:Gangtok

Camp off ice:Joshimath & Uttarkashi
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ヒマラヤヘの装備

○遠征隊の装備、相談にのります。

づ肇
「

万嘉スだ―〃
0新宿登山本店/〒 160東京都新宿区百人町 2-2-3803(208)6601(lt)

●新宿西日店/〒 160東京都新宿区西新宿 1-16-7●03(346)0301

0水道橋ハードギアショップ/〒 101東 京都千代田区三崎町2-8-14奮03(264)5575

0水道橋ソフトウエアンョップ/〒 101東京都千代田区三崎町2-8-6803(264)8901
0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町 2-123● 0486(41)5707

●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町105容0273(27)2397

0101通 販部/〒 160東京都新宿区大久保 2-19-10東和ビル内容03(200)7219

山用皐本店

rCrサッカー・野球用品

明
治
通
り

　

至
新
宿

至若松町
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=路線開設も計画されている

ヒマラヤとアルプスヘの登山は、名古屋のT丼 井(HAJ会員)ま で、お問い合わせ下さい。

名古屋●中村区名駅四丁目7-35ホ テルニューナコヤ 747号室 〒450● (052)583-0747

世界の43都市をネットする
京

浜

阪

戸

岡

東

横

大

神

福

0千代田区有楽町日比谷パークビル  〒loo● (03)214-7631

e中区常磐1-2関内日本ビル    〒2318(045)651■ 874

0東区備後町松豊ビル        〒5418(06)264-1781

0葺合区布引2-l-3新布引ビル   〒651● 078)222-1919

0博多区博多駅前1-321八 重州ビル 〒8128092)471-7172瓦:戸「インダ弓挽ノ
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